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２．オニヒトデ対策に関する過去の提言や反省点 

過去に沖縄県で行われた駆除事業では、莫大な数のオニヒトデを駆除したにもかかわらず、

十分な成果を上げることができなかった。このことに対して、過去の報告書等の中で様々な

問題点が指摘されている（環境庁 1973, 1974, 沖縄県観光開発公社 1976, 山口 1986, 
2006, （財）海中公園センター 1999, （財）沖縄観光コンベンションビューロー 2000, 沖
縄県 2003）。これらの問題点を十分に認識し、今後のオニヒトデ対策に反映させていかなけ

ればならない。 
 
（１）過去のオニヒトデ対策 
ここでは、過去のオニヒトデ対策について、過去の報告書や研究者などから指摘された問

題点について整理する。 
・ 目的を達成するために適切な対策（方法、評価）が設定されていなかった。 

・ オニヒトデの被害が顕在化してから対策が講じられた。サンゴを食害し、繁殖も終えた

後のオニヒトデが駆除された。 

・ 駆除するエリアを特定せずに事業を実施したため、戦力の分散を招いた。 

・ オニヒトデを買い上げ方式によって駆除したため、徹底的な駆除が行われず、間引きに

なった可能性が高い。 

・ 低コストで能率的なオニヒトデ駆除方法がない。 

・ 予算が無くなると大量発生が続いていても駆除事業が終了した。 

・ オニヒトデ密度をどこまで低下させればよいか曖昧であった。 

 

 

・ 目的を達成するために適切な対策（方法、評価）が設定されていなかった。 

オニヒトデ駆除の目的は、サンゴをオニヒトデから守ることである。しかし、過去のオニ

ヒトデ対策ではどれだけサンゴを守れたかで評価するのではなく、オニヒトデの駆除数にと

らわれた駆除が行われ、サンゴを守るという基本的な目的が欠如していた。 

 

 

・ オニヒトデの被害が顕在化してから対策が講じられた。 

オニヒトデの大量発生を早期に察知するモニタリング等が行われることはなかったこと

から、オニヒトデ大量発生が認識されるのが遅かった。また、駆除のほとんどが行政の事業

で行われていたため、大量発生が発覚した後に予算確保のための手続き行われ、事業が始ま

る頃にはオニヒトデがサンゴを食べ尽くしていたり、初夏の産卵期を終えた後にオニヒトデ

が駆除された。 
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・ 駆除するエリアを特定せずに事業を実施したため、戦力の分散を招いた。 

過去のオニヒトデ駆除は、オニヒトデの大量発生からサンゴ礁全域を守るという考えであ

った。そのため、駆除のポイントが分散し、取り残しが生じるなど、オニヒトデを特定の場

所から完全に駆除することができなかったと思われる。 

 

・ オニヒトデを買い上げ方式によって駆除したため、徹底的な駆除が行われず、間引きに

なった可能性が高い。 

買い上げ方式は、オニヒトデを 1 個体 20 円などの単価を設定して、委託者が買い上げる

というもので、過去の事業で採用された駆除方法である。この方式は捕獲効率のよいオニヒ

トデの密度が高い場所で駆除が行われるとともに、徹底的な駆除が行われず、間引きにしか

ならなかった。 

 

・ 低コストで能率的なオニヒトデ駆除方法がない。 

これまで行われてきたオニヒトデの駆除方法は、駆除したオニヒトデを陸上へ取り上げる

方法であり、海中・船上・陸上と処理を終えるまでに何段階かの作業を踏む必要があるため、

非効率である。また、輸送費や処理費等も含めた多くの費用が必要である。 

この他、取り上げ方式以外にも、注射器方式、水中切断方式など様々な方法があるが、ど

の方法もオニヒトデを大量に駆除するには経費が多くかかる。沖縄県では様々な方法が試さ

れたが、低コストで能率的な駆除方法は実用化されていない。 

 

・ 予算が無くなると大量発生が続いていても駆除事業が終了した。 

過去に行われた駆除事業は、大量発生が続いていても予算がなくなれば駆除事業が終了し

てしまい、結果的にサンゴを保全することができなかった。 

 

・ オニヒトデの密度をどこまで低下させればよいか曖昧であった。 

過去のオニヒトデ対策では、どれだけ駆除を行えばサンゴを保全できるかが明らかにされ

ていなかった。オニヒトデの駆除を行うときは、目標を設定し、オニヒトデの許容密度以下

になるまで駆除を行うことが必要である。 
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（２）過去のオニヒトデ対策に対する提言 
過去のオニヒトデ対策の経験から、オニヒトデ対策がどのようにあるべきか、研究者等か

ら様々な提言がなされている。ここではそれらの提言について整理する(環境庁 1973, 1974, 

沖縄県観光開発公社 1976, 山口 1986, 2006, （財）海中公園センター 1999, （財）沖縄観

光コンベンションビューロー 2000, 沖縄県 2003）。なお、次章の「３．オニヒトデ対策の方

針」とも一部重複するため、ここでは簡潔に示す。 

 

・ 保全区域の設定 

・ サンゴ・オニヒトデ分布調査、駆除効果の検証 

・ 低コスト・効率的な駆除方法の開発 

・ オニヒトデ駆除の継続 

・ オニヒトデ対策の組織・体制づくり 

・ モニタリング体制の整備 

 

 

・ 保全区域の設定 

オニヒトデの駆除のために確保できる人員や予算は限られていることから、オニヒトデの

大量発生から広大なサンゴ礁すべてを守ることは不可能である。したがって、確保できる予

算や人員と照らし合わせ、「守りたい」、「守るべき」、「守りうる」という観点から、優先的

に保全する区域(保全区）を定めることが必要である。 

 

・ サンゴ・オニヒトデ分布調査、駆除効果の検証 

オニヒトデ対策の目的はサンゴの保全であることから、サンゴの生息状況とオニヒトデ

の分布状況を把握し、計画を立案することが必要である。また、大量発生を予測し、迅速な

対応をとるために、稚オニヒトデモニタリングなどの大量発生を事前に予測する手法の導入

が必要である。 

また、実施した駆除で、サンゴの保全がなされているか、駆除の効果等を把握しながら、

対策を進めることが重要であり、サンゴをどれだけ守れたかを評価とすべきである。 

 

・ 低コスト・効率的な駆除方法の開発 

駆除作業の効率化や負担軽減を目指して、過去にいろいろな駆除手法が検討されたが実用

化されておらず、取り上げ方式が採用されてきてた。しかし、前述のとおりこの方法はコス

トがかかり、効率も良くないことから、低コストで効率的な駆除方法の開発が望まれる。 

 

・ オニヒトデ駆除の継続 

中途半端な駆除は、間引きにしかならず、オニヒトデの慢性的な発生を招く。そのため、オ
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ニヒトデが許容密度になるまで駆除を続ける必要があり、長期的な視点で予算の確保や駆除

の実施体制を考える必要がある。 

 

・ オニヒトデ対策の組織・体制づくり 

オニヒトデ対策は、行政の農林部局や環境部局、駆除の実施者、科学的なアドバイスを行

う学識経験者など多くの人が関わってくる。それらの人々が連携し、効果的にオニヒトデ対

策を行っていくための組織・体制作りが必要である。 

 

・ モニタリング体制の整備 

オニヒトデの大量発生を予測することは困難であるが、関係団体等も一緒になった監視体

制を整えることができれば、オニヒトデの増加をいち速く察知でき迅速なオニヒトデ対策が

行える。 
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３．オニヒトデ対策 

ここでは、過去の反省点や学識経験者等からの提言に基づいて、戦略的かつ効果的にオニ

ヒトデ対策を行うために必要な駆除やモニタリングの実施体制等について述べる。 
 

３－１．戦略的なオニヒトデ対策 

 
戦略的なオニヒトデ対策とは、サンゴ礁生態系の保全を目的とし、各関係機関が連携し

ながら、限られた範囲のサンゴを計画的に保全することである。 
 
過去の経験から判断して、オニヒトデの大量発生から広大なサンゴ礁を全て守ることは不

可能である。長期間にも及ぶオニヒトデ大量発生のために確保できる予算や人員は限られて

いることから、確保できる予算や人員と照らし合わせ、優先的に保全する区域（保全区）と

その範囲を定めて、戦略的に対策を行うことが必要である。 
また、戦略的なオニヒトデ対策を進めるためには、様々な関係機関と連携し、十分な情報

交換を行うとともに、役割を分担をしながら進めることも重要である。（「3-1. オニヒトデ

対策の実施体制」及び「3-2. オニヒトデ駆除の体制」参照）。また、計画段階から学識経験

者の意見を行政や実施者が事業に反映させることが、オニヒトデ対策の成功の鍵を握ってい

る。 
以下に戦略的なオニヒトデ対策に必要な事項について示す。また、図 3-1-1 に戦略的な

オニヒトデ対策の概略を示す。 
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（１）サンゴ・オニヒトデの分布調査 
 
オニヒトデ対策を実施する目的はサンゴ礁生態系の保全であり、実施にあたってはサン

ゴ・オニヒトデの分布状況を把握した上で計画を立案することが必要である。 
 
オニヒトデは対策を実施する目的は、サンゴの撹乱要因であるオニヒトデ密度をコントロ

ールし、サンゴ礁生態系を保全することである。したがって、オニヒトデの駆除数のみにと

らわれるのではなく、サンゴを保全するという観点から考える必要がある。つまり、サンゴ

を保全するためには、まず対象とする海域のサンゴの分布状況を把握し、そして、オニヒト

デからサンゴを守るため、オニヒトデの分布状況を把握することが必要となる。どこに、ど

れくらい保全対象とするサンゴが分布しているのか、そして、オニヒトデがどれくらい分布

しているのかを十分に把握した上で、計画を立案することで、効果的な対策を取ることがで

きる。 
また、オニヒトデの大量発生を早期に発見するには、日頃から海域を利用している漁業者

やダイビング業者等からの情報が有力となるため、これら関係者へのモニタリング手法の普

及が望まれる。頻繁にモニタリングが行なわれるようになれば、オニヒトデの分布が把握で

きるようになり、迅速なオニヒトデ対策を行なうことができる。沖縄県では、オニヒトデ対

策会議の専門家を中心として、ある程度の潜水技術を有する者であれば、容易にモニタリン

グできる統一的な調査手法である「オニヒトデ簡易調査マニュアル」を策定し、その普及に

努めている。 
この他、(財)亜熱帯総合研究所によって、オニヒトデ大量発生を事前に予見するための調

査手法「稚オニヒトデ調査マニュアル」が作成されており、その普及が望まれる。 
 

（２）分布調査をもとにした保全区域の設定 
過去の経験から判断して、オニヒトデの大量発生から広大なサンゴ礁すべてを守ることは

不可能である。そのため、確保できる予算や人員と照らし合わせ、優先的に保全する区域(保
全区域)を定めることが現実的である。 

サンゴ礁の価値はとらえ方によって大きくことなることから、保全区域の選定にあたって

は、生物学的な価値、漁業資源としての価値、観光資源としての価値等を考慮し、多くの観

点から、多くの人が関わって、選定することが重要である。 
具体的には、守るべき(生息するサンゴ群集の資質)、守りたい(地元の動機)、守りうる(年間

を通した駆除が可能)という３つの観点から選ぶべきである(詳細は、「３－４．保全区の設定」

を参照)。 
また、オニヒトデの大量発生という観点だけでなく、他の要因(赤土の流出や白化現象)も

勘案して総合的なサンゴ礁保全が可能となる区域を設定することも大切である。なお、詳し

い保全区の設定の仕方などについては「3-4. 保全区の設定」にまとめた。 
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（３）オニヒトデ駆除 
駆除を実施するにあたって、最も意識しなければならないのは、オニヒトデ駆除はサンゴ

群集を保全するために行うということである。そのため、オニヒトデが許容密度以下になる

まで駆除を繰り返し行うとともに、長期に及ぶオニヒトデ大量発生に対処するためには継続

的に実施する必要がある。 
効果的なオニヒトデ駆除の体制については、「3-2. オニヒトデ駆除の体制」、計画策定な

どは「3-4. 保全区の設定」、オニヒトデ駆除の手法については「3-5. 駆除の方法」にまとめ

た。 
 
（４）駆除効果の検証 
オニヒトデは移動能力が高く、駆除を行っても、再び餌を求めてサンゴの周りに集まって

くる。また、オニヒトデが高密度である場合、保全区域が広いと保全が困難になる。そのた

め、実施した駆除が充分かどうか検証しながら、駆除を行っていくことが必要であり、検証

結果をその後のオニヒトデ対策に反映させていかなければならない。駆除の効果を検証する

ときには、次の事項が重要である。 
・ 駆除範囲内のサンゴ群集の被度が低下していないか 
・ 健全なサンゴ群集を保つことができるほど、オニヒトデの密度が下がっているか 

 
（５）オニヒトデ対策（保全計画）の修正 
十分な駆除の効果が得られず、サンゴ群集が維持できない場合、範囲の変更、駆除体制の

見直しなど保全計画の修正が必要となる。 
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（２）保全区の設定

（３）オニヒトデ駆除

（４）効果調査

（５）オニヒトデ対策（保全計画）の見直し

サンゴ・オニヒトデの 

分布調査（監視）継続 

オニヒトデ 

大量発生無し 

オニヒトデ

大量発生あり

駆除を行う 駆除を行わない

費用対効果を考慮

し、総合的に判断

オニヒトデ対策組織・協議会の設置 

（１）サンゴ・オニヒトデの分布調査・

稚ヒトデモニタリングで大量発生を予測

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 3-1-1．オニヒトデ対策の概略． 
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３－２．オニヒトデ対策の実施体制 

 
戦略的にオニヒトデ対策を行うためには、行政機関、関係団体(漁協やダイビング協会な

ど）、学識経験者等の様々な関係者の連携が必要である。 
 
沖縄県におけるオニヒトデ対策は、環境省、県文化環境部、県農林水産部が事業として実

施している。オニヒトデ対策に対する考え方は、サンゴ礁の捉え方によって異なり、環境省

や県文化環境部は、重要な生態系の保全という観点から事業を行い、県農林水産部は、漁業

資源の確保という観点から事業を行っている。また、サンゴ礁は、観光資源としての価値も

有することから、県観光部局との関わりも強い。さらに、生業としてサンゴ礁に関わってい

る漁業者やダイビング業者、研究の場として関わっている学識経験者等がぞれぞれの立場で

オニヒトデ対策に関わっている。円滑にオニヒトデ対策を進めるためには、これらの関係者

の連携が不可欠である。 
サンゴ礁の総合的な管理を担当する組織（沖縄観光コンベンションビューロー 2000）が

あれば、上記の様々な行政機関等の関係者との橋渡し役を担い、総合的な計画の立案等がで

きるが、現在のところ、沖縄には行政以外にその役割を果たせる組織はない。そのため、現

在、県文化環境部(事務局：自然保護課)が中心となって、関係者の連携を強化し、オニヒト

デ対策の総合的な推進に資するため、オニヒトデ対策会議（以下「対策会議」という。）を

設置している。 
以下に対策会議や地元協議会の設置の必要性や駆除の実施体制について述べる。 
 

 
（１）オニヒトデ対策会議 

 
関係者の連携を強化し、オニヒトデ対策の総合的な推進に資するため、オニヒトデ対策会

議が設置された。 
 
過去のオニヒトデ対策は統一した方針がなく、個別に実施されてきた（沖縄県 2003）。

その反省から、沖縄県は、平成 14 年 7 月、総合的なオニヒトデ対策を行うため、関係者の

連携を強化し、オニヒトデ対策の総合的な推進に資することを目的として、「オニヒトデ対

策会議」を設置した（沖縄県 2003，資料 3-1-1）。 
対策会議では、サンゴ礁海域の保全に関係する行政機関（環境省、沖縄県 3 部４課、5 市

町村）、漁業、ダイビング業等の団体及び学識経験者から構成され、オニヒトデ対策に対す

るそれぞれの立場からの意見・情報の交換がなされている（沖縄県 2003, 2004, 2005）。 
過去のオニヒトデ対策に対し、学識経験者から多くの提言がなされており(２章オニヒトデ
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対策に関する過去の提言や反省点）、それを計画にどう反映させていくかが成功の鍵となる

ことから、学識経験者の参画を求め、事業の立案時や進捗に対し、随時科学的な意見をもら

い、反映させながら事業を進めている（沖縄県 2003）。また、メーリングリストも活用し、

時間や場所の制約を受けることがなく、遠隔地に住む学識経験者も参加できるように工夫し

ている。 
また、オニヒトデ対策会議は、サンゴ礁保全の現場に携わる者もオニヒトデ対策会議の一

員と見なし、各地で開催された協議会での意見についても事業計画に反映させるなど、「対

策会議」と「現場」が双方向に意見交換が可能である。 
 

表 3-1-1. オニヒトデ対策会議関係機関とその関係． 

関係機関 関係 

環境省 広域的な海域生態系の保全 

沖縄県文化環境部(自然保護課) 海域生態系の保全 

沖縄県農林水産部(水産課) 漁業資源の保全 

沖縄県観光商工部観光リゾート局(観

光企画課・観光振興課) 

 

観光資源の管理 

沖縄県 5 市町村 地域の諸問題に対応する 

行
政
機
関 

八重山地区協議会・宮古地区協議会* 地域の諸問題に対応する 

学識経験者 科学的見地からの検討を行う 

関係団体（漁業及びダイビング業の諸団体） サンゴ礁を、観光・水産資源として利活用する 

*八重山地区協議会・宮古地区協議会は代表者が行政関係者であることから、行政機関に分類されている． 
 
 
オニヒトデ対策会議の主な議事は次のとおりである。 
・ オニヒトデ簡易調査マニュアルの策定 
・ 慶良間諸島における最重要保全区域の決定 
・ 地元協議会からのオニヒトデ対策の現状と活動報告（慶良間、宮古、八重山） 
・ 各行政機関、関係団体が実施した事業の報告 
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（２）地元協議会の設置 
 
オニヒトデ駆除に関わる地元関係者間で駆除の実施体制を強化するとともに、駆除方針の

統一化を図るため、地元協議会の設置が必要である。 
 
オニヒトデの駆除は、地元の漁業組合やダイビング協会などを中心として、漁業者やダイ

バー等の多くの関係者が関わって行われている。そのため、駆除に関わる関係者が会した協

議会を設置し、実施体制や役割分担について協議するとともに、保全区域の設定や駆除計画

の立案等の駆除の方針を統一する必要がある。その際には、多様な利害関係者の範囲をでき

るだけ広く捉え、必要に応じて利害関係者を加えることが望ましい（松田 2006）。また、

陸揚げしたオニヒトデの処理方法も、各地域の実情によって異ることから、駆除の実施者の

みではなく、各市町村担当課も含めた協議会とすべきである。 
保全区は地元協議会と学識関係者（オニヒトデ対策会議）の両方の意見が考慮された場所

であることが望ましい。 
保全区域を確実に保全していくためには、年間を通した継続的な駆除が必要となるが、行

政の事業のみでは、執行時期に制約があったり、長期的な継続が困難であったりすることか

ら、地元協議会の場で駆除の実施時期等について協議し、互いに協力しながら進めることで、

より効果が高くなる。 
現在、地元協議会は慶良間海域、宮古海域、八重山海域等で組織されているが、オニヒト

デ対策会議で決定した県のオニヒトデ対策の方針等についても理解を求め、保全区域の選定

等ついて連携した取り組みが進められている。 
 

－地元協議会の利点－ 
 ①地元関係者の駆除の実施体制の強化と駆除方針の統一 
 ②行政やオニヒトデ対策会議との連携 
 ③陸揚げしたオニヒトデの処理の円滑化 
 ④オニヒトデの分布情報の集約等 
 
地元協議会を運営していく上で、人材確保や経費の確保などの課題がある。 
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（３）オニヒトデ駆除の体制 
 
オニヒトデ大量発生に迅速に対応するためには、あらかじめ各関係機関のオニヒトデ対策

の窓口や組織体制が必要か検討しておくことが必要である。 
 
オニヒトデの駆除は大量発生を確認した後、可能な限り迅速に対応することで、より駆除

の効果が高くなる。前述のとおり、オニヒトデ対策は多くの行政機関と関係団体によって行

われている。そのため、大量発生を確認したという情報をいち早く受けたり、駆除の実施を

相談するための各関係機関の窓口をあらかじめ明らかにしておくべきである。 
また、駆除計画の立案、調査・駆除の実施等に多くの関係者が関わってくることから、大

量発生が発覚してから組織するのではなく、普段からサンゴ礁の状態や海域の利用等につい

て話し合う組織をあらかじめ設けておき、オニヒトデ大量発生の際にも同組織で対処してい

くことで、迅速な対等が可能となる。 
 
 
（４）オニヒトデの調査・駆除の実施者 

 
オニヒトデの分布状況等に関する最新の情報を得るには、普段からサンゴ礁を利用してい

る漁業者やダイビング業者等からの情報が有力となるため、これらの関係者への調査手法

(オニヒトデ簡易調査マニュアル)の普及と、情報収集体制の構築が望まれる。 
 
現在のところ、オニヒトデの大量発生を事前に予測することは非常に困難である。そのた

め、サンゴ礁を定期的にモニタリングし、早期発見に努める必要がある。しかし、これまで

行政が主体となり実施してきた調査は、不定期であったり、報告書の公表が翌年であったり

と、すぐには活用できない場合もある。そのため、普段からサンゴ礁を利用している漁業者

やダイビング業者等からの情報が特に有力であり、これらの関係者へのモニタリング手法の

普及が望まれている。「オニヒトデ簡易調査マニュアル」（資料 3-3-1）はある程度の潜水技

術を有する者であれば、容易にモニタリングできる統一的な調査手法であるため、その普及

が望まれる。 
沖縄県ではオニヒトデの駆除は、その多くが行政の事業を漁業者・ダイビング業者等に委

託するという形で行われてきた。この他、ボランティアによる駆除も各海域で行われており、

これらの駆除実施者が連携して行うことが必要である。 
サンゴ・オニヒトデの調査やオニヒトデの駆除の実施者として、次の２つがある。 
 

・ 専門のダイバー 
行政の駆除事業を漁協やダイビング協会に所属する専門のダイバーを雇用して実施する
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方法である。現在行われている駆除方法が「取り上げ方式」であるため、オニヒトデの刺傷

にあう危険性が高いことから、熟練した専門のダイバーが必要である。また、オニヒトデ駆

除の熟練者は、効率よくオニヒトデを取り上げることができるため、作業効率が最も高い。

さらに、漁協やダイビング協会に所属していることが多いので、組織的な対策を行うときに

有効である。 
しかし、オニヒトデの大量発生が発覚した後に、十分な人数のダイバーを雇用するための

費用やそれを継続していくための費用を確保することが困難であるという問題がある。 
 

・ ボランティアダイバー 
漁協やダイビング協会が主催で実施するボランティア活動については問題はないが、イベ

ント的に集客して行われる場合や地域住民によるボランティア駆除等の潜水技術が熟練し

ていないダイバーが行う場合には、オニヒトデによる刺傷や潜水事故などの安全面に細心の

注意が必要である。 
ボランティアによるオニヒトデ駆除は人件費がかからないため、経済的で効果的な方法で

ある。しかし、船の燃料費や保険・弁当等の駆除にかかる諸経費の確保の問題や継続的に実

施することが困難であるため、あまり実施されておらず、効果の面でも問題がある。 
 
上記 2 つのいずれも一長一短であり、この２つがうまく連携し、役割分担しながら駆除

を続けていくことが最も重要である。 
沖縄県が実施しているサンゴ礁保全対策支援事業では、オニヒトデ駆除の経験のあるダイ

バーを日雇いで雇用し、駆除活動にあたっているが、ダイビング業の繁盛期等には、人員の

確保が困難で、冬季にはスタッフが長期休暇を取る場合も多いことから、いつでも充分な人

員が確保できる訳ではない（沖縄県 2003）。そのため、今後もオニヒトデ対策会議や地元

協議会を活用して、多くの関係者が連携し、確実にサンゴ礁保全を達成できるような体制作

りを図っていく必要がある。 
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３－３．サンゴ・オニヒトデ調査手法 

 
サンゴ・オニヒトデの調査は、大量発生する・しないにかかわらず、必ず行い継続するこ

とが戦略的なオニヒトデ対策には必要である。 
 
サンゴ・オニヒトデの調査は、オニヒトデ対策計画の策定や効果の検証するための資料と

なるだけでなく、オニヒトデ大量発生の早期発見など、戦略的なオニヒトデ対策にとって必

要な情報を提供する。戦略的なオニヒトデ対策を行うためにはサンゴ・オニヒトデの調査か

ら、サンゴの被度や種、オニヒトデの分布、その他の撹乱要因などの情報が必要である（図 
3-3-1）。 
サンゴの被度や種を調査することで、サンゴ被度の高い場所を保全区として設定したり、

駆除を行う場所の優先順位を決めたりすることができる。さらに、オニヒトデの分布を調査

することで、オニヒトデ大量発生の兆候の発見、駆除目標の設定、駆除の効果の検証などが

できる。その他の撹乱要因はサンゴを保全していく上で重要な情報となる。 
オニヒトデの大量発生の兆候を発見するためには、サンゴの被度やオニヒトデの分布の変

化を一年に一回程度調査することが望ましい。そのような調査を何年も継続させ、得られた

結果からオニヒトデの個体数の変動を考慮すべきである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3-3-1．サンゴ・オニヒトデ調査とオニヒトデ対策への応用． 

 

サンゴの被度や種 オニヒトデの分布 その他の撹乱要因 

オニヒトデ対策 

・オニヒトデ大量発生の予知 

・オニヒトデ大量発生の兆候の発見 

・保全区の設定 

・駆除計画の策定 

・駆除効果の検証 
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オニヒトデの大量発生の予知やオニヒトデ大量発生の早期発見は、迅速なオニヒトデ対策

を実現するために必要である。 
 
稚オニヒトデモニタリングから、オニヒトデの大量発生を予知できれば、予算獲得にかか

る時間的な余裕ができる。定期的なサンゴ礁モニタリングを行っていれば、早期にオニヒト

デの大量発生を発見できる。オニヒトデ大量発生が早期に発見できれば、食害前線を形成す

る前の段階での効果的な駆除ができる。 
 
 
（１）調査手法とオニヒトデ対策 
オニヒトデ対策としてのサンゴ・オニヒトデの調査は、サンゴモ食期のオニヒトデを調査

する稚オニヒトデ調査、広い海域でサンゴを調査する分布調査と、ある地点を詳細に調査す

る詳細調査がある。戦略的なオニヒトデ対策に必要な対策と各調査は表 3-3-1 のように対

応している。 
 
表 3-3-1．戦略的なオニヒトデ対策に必要な対策と調査． 

対策 調査 

・ オニヒトデ大量発生の予知・・・・・・・・・・・・・・・・・稚オニヒトデ調査 

・ オニヒトデ大量発生の早期発見・・・・・・・・・・・・・・・分布調査 

・ 保全区域の設定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・分布調査・詳細調査 

・ オニヒトデ駆除計画の策定・・・・・・・・・・・・・・・・・分布調査・詳細調査 

・ オニヒトデ駆除効果の検証・・・・・・・・・・・・・・・・・分布調査・詳細調査 

 
稚オニヒトデ調査はオニヒトデ大量発生を予知するために行う調査である。 
分布調査は広い範囲のサンゴ・オニヒトデの状況を把握し、保全候補地の選出や選定など

を行うための調査である（表 3-3-2）。分布調査の目的は、短期間で広い範囲のサンゴ・オ

ニヒトデの状況を把握することである。したがって、詳細調査よりも簡易的な手法を用いる

ことが多い。また、この手法はオニヒトデが大量発生しているかどうかや白化現象が起こっ

ていないかなどの、サンゴ礁を保全するためのモニタリングとしても有効である。 
詳細調査は限られた“区域”のサンゴ・オニヒトデの状態を詳細に調査する。保全区の設

定前もしくは後に、保全区のサンゴ群集の資質やオニヒトデの駆除効果などを把握するため

に、行う調査である（表 3-3-2）。 
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表 3-3-2．稚オニヒトデ調査、分布調査、詳細調査の特徴． 

調査の種類 範囲 目的 調査時期 

稚オニヒトデ

調査 
－ オニヒトデ大量発生の予知 

オニヒトデ大量

発生前 

分布調査 広い 

広範囲のオニヒトデの分布を把握 

オニヒトデの駆除効果の把握 

保全候補地の選出・選定 

保全区設置前 

駆除前・後 

詳細調査 狭い 
サンゴの資質の把握 

オニヒトデの駆除効果の把握 

保全区設置後 

駆除前・後 

 
 
①稚オニヒトデ調査 

 
稚オニヒトデ調査はオニヒトデ大量発生を予知し、迅速なオニヒトデ対策を行うための調

査である。 
 
稚オニヒトデ調査は、サンゴ食期以前のオニヒトデを探すことによって、将来のオニヒト

デの大量発生を予測しようという試みである。オニヒトデの大量発生が予測できれば、オニ

ヒトデ大量発生前に、予算の確保や保全区の設定などにより効果的なオニヒトデ対策が行え

ると考えられている。 
稚ヒトデモニタリングは一般の人には難しいとされている（沖縄観光コンベンションビュ

ーロー 2000）。したがって、普及が困難で一般のダイバーを対象とした広域的なモニタリ

ングは実施されていない。現在一般にも普及可能な稚ヒトデモニタリングの開発が、(財)亜
熱帯総合研究所の調査研究で行われている。 
 
 
②分布調査 

 
分布調査は広範囲なサンゴ・オニヒトデの分布を把握し、オニヒトデ大量発生の早期発見、

保全区域の設定、オニヒトデ駆除計画の策定、オニヒトデ駆除効果の検証を行うための調査

である。 
 
分布調査は短期間に広範囲を調査することが目的であり、調査ポイントは多い方が望まし

いため、簡易的な手法を用いることが有効である。具体的には、沖縄県文化環境部自然保護

課から発行されている「オニヒトデのはなし」もしくは「平成 14 年度サンゴ礁緊急保全対

策事業」中のオニヒトデ簡易調査マニュアルにあるような、スポットチェック法（野村 
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2004）と呼ばれる手法が適当であると思われる。 
スポットチェック法は、沖縄県のリーフチェック事業や環境省の石垣島周辺におけるサン

ゴ礁モニタリング調査などでも使われている簡易的な手法である。簡易的な手法であるので、

学識経験者でなくとも行える内容であり、調査時間も短いため短期間で広範囲な海域を調査

するのに適当である。しかし、サンゴの被度を見た目で判断するため、多少の慣れが必要で

ある。また、主観的な判断を伴う調査項目があり、厳密な調査ではないため、厳密な調査が

必要な場合は別に詳細な調査を行う必要がある。 
このスポットチェック法は、あるポイント（約 50m×50m の範囲）を調査員 2 人によっ

て、15 分間スノーケリングもしくは潜水機材を用いて泳ぎ、おおよそのサンゴの被度やオ

ニヒトデの数・食痕などを調査する手法である（表 3-3-3）。「オニヒトデのはなし」には「オ

ニヒトデ簡易調査マニュアル」として、調査の手法について詳しく解説されている（資料 
3-3-1）。 
この簡易調査により、調査海域におけるサンゴの被度やオニヒトデの分布状況を大まかに

把握することができる。この情報をもとに、保全候補地を選出したり、オニヒトデの駆除の

効果を知ることができる。 
 
 
③詳細調査 

 
詳細調査はサンゴの資質、オニヒトデの駆除効果を把握し、保全区域の設定、オニヒトデ

駆除計画の策定、オニヒトデ駆除効果の検証を行うための調査である 
 
サンゴ群集の資質を把握するような、分布調査では捉えられない情報が必要なとき、科学

的な手法で、その区域のサンゴ群集を評価することが望ましい。そのような手法を本ガイド

ラインでは詳細調査と呼ぶこととする。詳細調査は限られた“区域”のサンゴ・オニヒトデ

の状態を詳細に調査するもので、保全区の設定前もしくは後に、保全区のサンゴの資質やオ

ニヒトデの駆除効果などを把握するために、行う調査である。ただし、詳細調査にはある程

度の技術と機材が必要である。 
詳細調査の参考として、平成 15 年度サンゴ礁保全対策支援事業で使われた方法を資料 

3-3-2 として紹介する。 
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表 3-3-3．分布調査と詳細調査の比較． 

調査の種類 手法 方法 範囲 時間 人数 項目 

分布調査 
スポットチ

ェック 

スノーケル・ 

スキューバ 

50m×

50m 
15 分 2 人 

サンゴの被度 

オニヒトデの数・食痕 

詳細調査 
ライントラ

ンゼクト 
スキューバ 

10m× 

7 本 
－ 2 人以上 

サンゴの被度・種類・幼群

体・大型群体 

オニヒトデの数・食痕 

サンゴ食巻貝類 

被覆状海綿類 

 
 
④調査結果の取りまとめ 

サンゴ・オニヒトデの分布調査の後には調査結果の集計と分析（過去の調査結果との比較

やオニヒトデの平常密度の算出など）が必要である。現在上記のような調査を取りまとめ・

継続させる体制は沖縄県にはなく、ボランティアなどで行われている調査結果が調査者（団

体）により取りまとめられている状況である。ボランティアの調査結果を沖縄県が把握でき

る体制にないため、これを沖縄県が行うオニヒトデ対策に反映させることは極めて困難であ

り、各地の団体によって集められた調査結果の取りまとめを行う体制が求められる。 
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資料 3-3-1.（オニヒトデ簡易調査マニュアル） 
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